今では どう だか 知らないが、 私の 国で は 村の 豪家な 

どで 男子が 生まれる と、 その 次の 正月 は 村 じゅうの 若 

い 者が 寄つ て、 四 畳 敷き 六 畳 敷きの 大きな W を こしら 

えて その 家に かつぎ 込む。 そして それに 紅白、 あるい 

は 紺と 白と 継ぎ 分けた 紙の 尾 を幾条 もっけて、 西北の 

季節風に 飛揚させる。 刈り株ば かりの 冬 田の 中 を 紅 も 

まお 

めん やう こん もめんで 頰 かぶり をした 若い 衆が 酒の 勢 

いで 縦横に 駆け回る の は なかなか 威勢が いい、 近辺の 

スパルタ 人種の 子供ら はめい めいに 小さな 風 を 揚げて 

それ を 大珮の 尾にから みっかせ、 その 断片 を 掠奪し 



あろう。 

ま <ら 

危篤な 病人の 枕 もとへ は おおぜいの 見舞い 人が 詰 

めかける。 病人の 頭の 上へ 逆さまに 汗臭い 油ぎ つた 顔 

を さし 出して、 むつ かしい 挨拶 をし むつ かしい 質問 を 

しかける。 いっそう 親切な のになる と 瀕死の 人に いや 

がらせ を 言う。 そうして 病人 は 臨終の 間ぎ わまで 隣人 

の 親切 を 身にしみ るまで 味わわされ るので ある。 

田舎の 自然 はたし かに 美しい。 空の 色で も 木の葉の 



そして 田舎で 不用に な つ ている 虫送りの 鐘 太鼓 を 借り 

集めて 来て だれでもに それ をた たかせる。 社会に 対し、 

政府に 対し、 同胞に 対し また 家族に 対して あらゆる 種 

類の 不平不満 をいだ いている 人 は、 この 原始的 楽器 を 

原始的の 努力 を もってた たきつけ るので ある。 

もう 少し 社会が 進歩す ると 私の- J の 案 を 笑う 人が な 

くなる かもしれ ないような 気がする。 

六 

き まろ じんじゃ 

郷里から あまり 遠くない A 村に 木の 丸 神社と いうの 



さいめい てんの-つ 

が ある。 これ は斉明 天皇 を 祭った もの だと 言われて い 

ほうぎょ 

る。 天皇が 崩御に なった 九州の ある 地方の 名が すな わ 

ち この 村の 名に なって いる。 どういう わけで この 南海 

の片 すみの 土地が この 天皇と 結びつけられる ように 

なった のか 私 は 知らない。 たしかな 事 はお そらく だれ 

にも わかるまい。 それ にもかかわらず こういう 口碑 は 

さんかん せいばつ 

人の 心 を 三韓 征伐の 昔に 誘う。 そして 現代の 事相に 古 

い 民俗 的の 背景 を 与える。 

この 神社の 祭礼の 儀式が 珍しい ものであった。 子供 

の 時分に 一 二度 見た だけ だから、 もう 大部分 は 忘れて 

しまったが、 夢の ような 記憶の 中を搜 すと こんな 事が 



の 不祥な 社会的 現象 は、 それが 大本 教 事件 で も 

宝 塚 事件で も、 すべてが 直接 これらの 事件と はなん の 

関係 もない 南海の 村落で この 「ナン モン デ—」 の 廃止 

された 事と どこかで 連関して いて、 むしろ それの 当然 

の 帰結で あるよう な 気がする。 

そうした 卧 舎の 塵 塚に 朽ち かかって いる 祖先の 遺物 

の 中から 新しい 生命の 種子 を 拾い出す 事が、 為政者 や 

思想家の 当面の 仕事で は あるまい かとい う 気 もす る。 

(大正 十 年 七月、 中央 公論) 
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